
 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10月８日（木）、生徒会役員改選に伴う立会演説会を実施し

ました。立候補者６名は、安心して過ごせる学校づくりや行事

の充実、学年を越えた交流の活性化、生徒一人一人の意見や個

性を大切にした学校づくりなど、それぞれの思いを力強く発表

しました。 

どの演説からも、「もっと笑顔あふれる活気ある別府中学校

にしたい」という熱意が伝わり、生徒達 

も真剣な表情で耳を傾けていました。今 

回の立会演説会は、生徒自身が学校の未 

来について考え、よりよい学校づくりへ 

の意識を高める貴重な機会となりました。 

 

９月 13日（日）、第 80回体育大会を開催しました。当日

は好天に恵まれ、多くの保護者や地域の皆様から温かい御声

援をいただきました。生徒たちはスローガン「一心不乱 ～限

界を超えて勝利を掴め～」のもと、個人種目や団体種目、応

援合戦に全力で取り組み、仲間と協力しながら最後まで力を

尽くしました。 

集団演技では全校生徒が心を一つにした演技を披露し、枕

崎音頭では保護者や地域の皆様にも参加していただくなど、

世代を超えた交流の輪が広がりました。また、PTA種目や親子

対決リレーも行われ、学校・家庭・地域が一体となった体育

大会となりました。 

80回という節目の大会を無事開催できましたのも、御協力

いただいた保護者・地域の皆様のおかげです。心より感謝申

し上げます。今後も体育大会で培った挑戦する心と協力する

力を学校生活に生かしてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
９月 29 日（火）、芸術鑑賞会を開催し、落語家の三遊亭あら馬

氏を講師にお迎えして、落語鑑賞と落語体験を行いました。巧み

な話術や豊かな表現によって繰り広げられる落語の世界に、生徒

たちは引き込まれ、日本の伝統芸能ならではの魅力を存分に味わ

うことができました。また、落語体験では生徒だけでなく職員も

参加し、会場は終始笑顔と笑いに包まれ、大いに盛り上がりまし

た。 

今回の芸術鑑賞会を通して、日本の伝統文化に親しむとともに、

言葉の使い方や表現の豊かさについて学ぶ貴重な機会となりまし

た。今後も様々な文化や芸術に触れ、感性を磨いてほしいと思い

ます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月 7 日（水）、２年生を対象に、髙橋聡美さんを講師にお迎

えし、「SOSの出し方教室」を実施しました。 

生徒たちは講師の話に真剣に耳を傾け、自分自身や友達との関

わり方について考える貴重な時間となりました。今回学んだこと

を生かし、温かく安心できる学校づくりにつなげてほしいと思い

ます。 

 

 

10月９日（金）、不審者対応訓練を実施しました。本訓練は、不

審者が校内に侵入した場合を想定し、生徒や職員が安全確保を最

優先にした適切な行動を取ることができるようにすることを目的

として行いました。 

 今回の訓練を通して、防犯意識を高めるとともに、自分自身や

周囲の人の命を守るための行動について理解を深める貴重な機会

となりました。 

 

 

【理科作品審査会枕崎市審査会】 

 （特選）２年 近森  郷 

（入選）２年 床波 姫翠・俵積田 桃吾 

【県児童生徒作文コンクール枕崎市審査会】  

（特選）２年 近森  郷  

（入選）１年 桑代 海聖・３年 板敷 未央 

【錦江旗中学生バレーボール大会】 

 （第三位）枕崎合同 

【県図画作品展】 

 （特選）２年 下山 七星 

【県図画作品展地区審査会】 

 （特選）１年 板敷 知華 

３年 眞茅 愛梨 

【指宿地区ソフトテニス選手権大会】 

 （B級第二位）鮫島・前田ペア[選抜]、(C級第三位)俵積田・髙橋ペア 

※地区駅伝大会…[男子]14位(16チーム中)[女子]11位(15チーム中) 

日（曜） １１ 月 の 主 な 行 事 予 定 

１（日） 

３（火） 

６（金） 

９（月） 

11（水） 

 

14（土） 

16（月） 

18（水） 

20（金） 

24（火） 

27（金） 

地域が育む「かごしま県民週間」（～７日）  

文化の日 

文化祭、PTA バザー、お弁当の日  

がん教育の授業（２年） 

薬物乱用防止教室（３年） 

期末テスト前部活動停止期間（～19日）  

土曜授業 一園二校教育講演会  

三者相談（～20日） 

期末テスト（～21日） 

なぎなた教室（１年） 

陸上教室 

第４回 PTA三役会・代議員会 

 
「共に生き 共に学び 共に叶える ～別府の絆を誇りに～」 

一校一風 「人を想い 人と動く 別府の絆」 

学校だより 枕崎市立別府中学校  

令和８年１０月１５日     第６号 

            別中ブログ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地道な歩みの先にある 大きな飛躍！ 
 

               校 長 古市 正直  
 

朝晩の空気が澄み渡り、心地よい秋風が吹く抜ける季節とな

りました。読書やスポーツ、芸術や勉強…、何事にもじっくり

と向き合うのに絶好な秋の到来です。 

さて、今年のノーベル化学賞に東京理科大学名誉教授の硤
そ

合
あい

憲
けん

三
そう

先生が受賞されるといううれしいニュースが届きました。 

硤合先生が発見した「硤合反応」は、ほんのわずかな偏りを

増幅させ、医薬品の製造や生命の謎の解明に繋がる画期的な現

象だそうです。（新聞解説を読みましたが、私には研究内容がほとんど理解できませんでした…） 

この偉業の陰には、35年以上にわたり実験を積み重ねてきた

地道な努力がありました。先生の「考えるより、まず手を動か

して」という言葉には、行動し続けることの大切さが込められ

ています。そして、この大偉業から学べるのは、「日々の小さ

な努力の積み重ねが、やがて思いがけない大きな飛躍を生む」

ということです。 
 

朝ランや日々の授業・部活動等の課外活動の努力は、一見小

さな変化に思えるかもしれません。しかし、諦めずに手を動か

し、努力を積み重ねることで、その変化はある時 ぐんと大き

くなり、自分の未来を思いもよらない高みへと押し上げてくれ

ます。 

数十年後、この別中から地道な探究を経て、世界を驚かせ

る人材が羽ばたいていくことを楽しみにしています。 

 


